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科目名 環境保全学
英文表記 Environmental Conservation 平成29年4月28日

科目コード 4411

生物資源工学科 選 学修 2単位 講義 前期

教員名：井口　亮
修正

技術職員名：渡邊謙太

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

標準的な
到達レベル（良）

最低限必要な
到達レベル（可）

地球環境問題、生
物多様性、保全を具
体的に説明できる。

正しく説明できるか
を定期試験及び発
表資料・レポートで
評価する。

環境保全の目的を
理解し、実問題に対
して適切な定性的、
定量的手法を選択し
て実践することがで
きる。

環境保全の目的を
理解し、適切な定量
的手法を選択して実
践することができ
る。

環境保全の目的を
理解と手法を説明で
きる。

科目目標
【MCC目標】

環境の保全に関する基礎的な生態学関連の内容（多様性、水域・陸域環境等）及び熱帯・亜熱帯の生態系の特徴
と保全について理解し説明できることを目標とする。
II-E

総合評価 定期試験（期末）の平均の50％＋レポート50%で評価し、60％以上を合格とする。

科
目
達
成
度
目
標

目標
割合

科目達成度目標
達成度目標の

評価方法

ルーブリック

理想的な
到達レベル（優）

水域・陸域環境や沖
縄周辺の生態系の
現状を把握すること
ができる。

正しく説明できるか
を定期試験及び発
表資料・レポートで
評価する。

身近な環境保全関
連問題の要点を理
解し、評価手法を柔
軟に選択して実践す
ることができる。

身近な環境保全関
連問題の要点を理
解し、評価手法を選
択することができ
る。

身近な環境保全関
連問題の要点を説
明できる。

人為的な影響による
生態系の撹乱や保
全の手法について
説明することができ
る。

正しく説明できるか
を定期試験及び発
表資料・レポートで
評価する。

環境保全関連デー
タの意味を理解し、
定性的、定量的解
析を柔軟に実践する
ことができる。

環境保全関連デー
タの意味を理解し定
量的解析を実践す
ることができる。

環境保全関連デー
タの意味を説明でき
る。

本科・専攻科
教育目標

＜本科教育目標＞
（3）専門的基礎知識を理解し、自ら学ぶことのできる人材を育成する

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

目標との関連 定期試験 小テスト レポート
その他（演習課題・発
表・実技・成果物等） 総合評価 セルフチェック

100

基礎的理解 ①②③ 40 20 60

評価項目 50 0 50 0

25

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

応用力（実践・専門・融合） ② 10 15

15

授業概要、
方針、履修
上の注意

本授業では、自然環境の現状について学び、保全するための実際の応用例について学ぶ。毎回講義形式で進めな
がら環境保全についての問題解決能力を養成する。

教科書・
教材

教員自作プリント及びパワーポイントによるプレゼンテーション資料。

主体的・継続的学修意欲 ① 15



週 時間
セルフ
チェック

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

期末 [2]

期末

30

①

②

③

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習

（予習・復習）内容

ガイダンス1 授業の進め方と環境保全学に関する基本的な説明を行う。 シラバス

ガイダンス2 環境学に関する基礎知識とソフトウェアRの使い方を復習する。 R

熱帯・亜熱帯の沿岸生態系 熱帯・亜熱帯の沿岸生態系について学ぶ。 沿岸生態系

熱帯・亜熱帯の陸上生態系 熱帯・亜熱帯の陸上生態系について学ぶ。 陸上生態系

生態学基礎III 生態系で見られる様々な種間相互作用に関する事例について学ぶ。 種間相互作用

生態学基礎と応用I 個体群動態の基礎と環境収容力について学ぶ。 環境収容力

生態学基礎I 生物多様性に関する基本的な用語の説明を行う。 生物多様性

生態学基礎II 生態系に関する基本的な用語の説明を行う。 生態系

生態学基礎と応用IV 群集構造の解析について学ぶ。 類似度指数

熱帯・亜熱帯の沿岸生態系II 熱帯・亜熱帯の沿岸生態系の基礎について学ぶ。 沿岸生態系

生態学基礎と応用II 個体群構造の解析方法について学ぶ。 コホート

生態学基礎と応用III 群集を対象とした多様性解析の基礎を学ぶ。 多様度指数

移入種問題と環境保全 移入種による攪乱、絶滅危惧種の現状と保全について学ぶ。 移入種、在来種、遺伝的攪乱

期末試験

干潟生態系 干潟生態系の環境と生物について学ぶ（琉球大学・國島大河） 干潟生態系

生態学基礎と応用V 集団遺伝学の基礎について学ぶ。 遺伝的変異

学習時間合計 実時間 22.5
自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間

備考欄

この科目の主たる関連科目は、環境学(3年)、環境学実験(3年)、資源生物機能形態学(専1年)である。
（モデルコアカリキュラム）
・  【II-E】
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専門科目 ④ A-2群 生物工学の応用に関する科目

各授業における基本キーワードの確認と定着。 各２時間×１５回

授業における課題レポートの情報収集。 各２時間×１０回

授業における課題レポートの作成。 各２時間×５回


